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再生紙の表示方法について 

 

 

「製紙メーカーが、再生紙 （これと類似の古紙(注１)の利用を意味する用語を含む。） と

表示して販売する場合は、最低保証される古紙パルプ配合率(注２)を○○％以上と表示す

ることとします。より正確に具体的数値を示す場合は、それによることができます。」 

 

注１．古紙の定義は「再生資源利用促進法（現・資源有効利用促進法）」の通達（3 生局

第 343 号／平成 3 年 12 月 24 日）に準拠します。（別紙１） 

２．古紙パルプ配合率の算式はエコマークの基準に準拠します。（別紙２） 

古紙パルプ配合率（％）=古紙パルプ／（バージンパルプ＋古紙パルプ）×100 

 

 

ここに示した表示方法は、日本製紙連合会が推奨する表示方法とします。ただし、古紙

パルプが少ない割合で配合されているものを再生紙と表示することを推奨するものでは

ないことにご留意願います。 

 

会員企業はこの表示方法を使用することはもとより、紙を加工・印刷して販売する企業

や製紙メーカーからＯＥＭ供給を受けて販売している企業が再生紙と表示して製品を販売

することが多いため、こうした企業にも使用を呼びかけてまいります。 

 

なお、製紙メーカーが再生紙と表示して販売する紙については７月１日から上記に対応

した製造体制にいたしますが、すでに再生紙とだけ表示された製品もありますので、しば

らくの間はこうした製品が販売されることをご容赦・ご理解願います。 

 

 

以上 






